
校内の植物からの油脂の抽出と分析

ーオリーブとナンキンハゼを対象として一

沓脱侑記

校内に植栽されている植物のうち，オリーブおよびナンキンハゼの実や種子から油脂を抽出し，その

性質や構造の分析を行った。抽出や分析は高等学校の牛徒による化学実験でも行えるレベルのものを想

定して行い，身近な物質を利用して探究活動を行うことができるような教材開発を目指した。

1 . はじめに

広島大学附属福山中・高等学校（以下， 「当校」とす

る）の化学の授業では，実験・観察を重視した授業展開

を行い，生徒たちの関心・意欲の喚起や，実験スキルの

向上に取り糾んでいるが，全ての単元，内容について実

験教材を用意できているわけではない。例えば，有機化

学の油脂の内容については，これまでケン化の原理を用

いたセッケンの作成実験を行うのみにとどまっていた C

そこで，今回は「油脂」を対象とした新たな実験教材

の開発に向けて，①校内の植物から油脂を抽出すること，

②抽出した油脂の構造を推定するために，高等学校化学

のレベルで実施可能ないくつかの実験を行い，実験の正

確性と妥当性について考察することをめざし，校内植物

を川いた「油脂」の教材化の可能性を探ることとした。

2 高等学校化学における油脂の扱い

高等学校学習指導要領および解説では，油脂の内容を

扱う単元は「ア有機化合物 （イ）官能基をもつ化合物」

および「ウ有機化合物の性質と利用に関する探究活動」

に位鷹づけられており，それぞれ「さらに， 日常生活や

社会と閉連付けて，例えば，油脂やセッケンなどに触れ

る。ここで扱う実験としては，例えば，アルコールの性

質を調べる実験やエステルの合成と加水分解に関する実

験などが若えられる。」， 「セッケンと合成洗剤を合成

し，その性質を調べる実験を行い，それぞれの特性につ

いて探究させることや，有機化合物の研究に利用される

様々な機器分析の原理について調査を行い，化合物の構

造決定法について探究させることなどが考えられる。」

のように，油脂の取り扱いについては， 日常生活や社会

との関連を意識することや，実験および探究の過程を取

り入れた授業の展開が求められている。

当校でも，実験を多く取り入れた授業展間を行ってお

てはアルコールやカルボン酸，エステルについての実験

を行った後，それを応用して油脂を用いたセッケンの合

成を行い，エステルの特性とケン化についての理解を深

める実験を配閥している。

今回教材化を日指した油脂の抽出と分析は，以上のこ

とを踏まえ，生徒へのなじみが深い，および身近な素材

を用いた実験が可能である，という観点から，使用する

油脂として校内の植物から採れる植物性油脂に着目し

た。また，分析の過程においては高笠学校化学において

学晋する内容を踏まえた卜^で，有機化合物研究の機器分

析に関連が深い内容を盛り込むことで，油脂とその性質

に対する理解を深めるために有用な教材の開発を目指す

こととした。

3 採油植物の選定

当校の校内に植栽されている植物で，果実や種子から

油が採取可能な植物，すなわち採油，採蝋植物に該当す

るもののうち，材料の十分な収穫

呈が見込めると考えられるものと

してはオリープ，ナンキンハゼが

挙げられる。

当校を象徴する植物であるオリ

ーブの実は， 占来よりオリーブオ

イルを抽出するために利用されて

おり，拍出仏や油脂の成分の先行

研究は豊富に存在する。

ナンキンハゼの種子について

は，過去に当校教員が種子からロ

ウ（化学的な構造・性質はロウで

はなく，植物性油脂である）を抽

出する実験を行っており，今回の

教材化にあたって，実験の内容や

結果などを比較・検討することが

オリープ

り， 「ア有機化合物 （イ）官能基をもつ化合物」におい 可能であると判断した。 ナンキンハゼ
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